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■製作意図

競近社会の様々なひずみを直接間接に

うけることによって，自殺，登校ｷli否，

家庭1人｣暴ﾉjと，子供たちの心の病気が狐

発している。そうした極端な行為に走ら

ないまでも，現代っ子の心は-般的に抵

抗ﾉJに乏しく，ひ弱になったといわれて

いる。なぜだろうか。

この映1曲では，ある小学3年生の發校

抑蒜の実例を再現しながら，その原低lを

さく"っていく。 r供の心の苑達に齢も人

きな影響を与える生育環境，1'1でも特に

竜要な親7･関係のあ'ノ方にスポットを､'1

ててみると，篭校杣否を起さないまでも，

現代の子供たちが夫々に共j由の問題にゆ

き､'1っているのではないかと気づく。

そこで，この映l刺は現代のf･育てにつ

いて父親, l11親夫々の立場にﾎl1応する役

割りが厳として存在することを確認し，

わがイーの親への令旧i的依存から脱して，

段階的に自立性を獲得していくよう配慮

し，その環境づくりに心がけるようすす

める。

■対象／一般成人特に母親，父親

■用途／家庭教育一少年期

■製作スタッフ

指導･……･･東京都立教育研究所相談部艮
小泉英二

製作…･……･…･…………………福間IIMf-

脚本・演出･･ ･･…･･………………田中徹

撮影…･………･…･……･….．”…･堀澄男

照明…･･･…．．………“…“･…．．…本橋俊男

編集・記録……･…･…･……･･…･ iiflll栄f

■この映画の禾I｣用のしかた 東京都立教育研究所相談部長小泉英二

この映l由1は，主として篭校扣否の事例を中心にしていますが，そのねらいは

ひろく, r･ともの』L､の成長をむしばむもの，阻害する要因を問題にしようとし

ています。

兇終ってから，次のような点|こついて討議したり，自分の場合と比較して考

えてみると一層，問題点が明確になるでしょう。

①この事例の母親は，なぜ子どもに対して過保護な育てかたをしてしまったのか

②父親が継親にまかせつき'ノになったのは，とうしてか。それぞれの態度の反

宙すべきことは1口Iか。

③一般に過保灌はよくないとわかっていながら，実際にはそうなIノがちなのは

なぜか。 j'･ともにとって必要な保護と過剰な保護との区別は？

④f-と・もl,ilfの遊びの場と機会を確保してやるために，個人的にあるいは地域

社会で1n1をと．うしてやれるかを考・えよう。

現代の親は，ともすると, fと'もに知識技能を授けることのみに目をうばわ

れ，性格形成というt台作りを忘れがちです。健全な身体と‘L､の土台が弱けれ

ば，知識技能も崩れやすいものであることをもう一度確認したいものです。

■この映画を見て 練馬区立南が丘小学校教諭菅野静二

敵近あま'ノにもイ･ともの問題が多くなってきたので，いろいろ原1大Iを研究し

ていくと，これは決して特別な子･の特別な現象ではないのだということが明ら

かになってきました。数年前までは「それはよその子のことで，うちの子にか

ぎって．．…･」といった楽観的な兄方が大勢をしめていたのですが，そんな言葉

はもうj重刷しません。非行・自殺・登校拒否等の問題は，大げさでなくどの子

も起こしうる要素があるのです。そしてその大きな原因として，家庭や親の誤

ったf･ともの兄方，育て方がf-ともの,L､をイミ安に落し，圧迫し，ゆがませてい

るということがあげられています。

この映圃は，親とfの』心､の問題をと|ノあげて考えてみる時，大変参考にでき

ると思います。

私のｵ11.係する小学5年生の父趾会でもこの映画を兇て話し合ってみると，次

のような意見が出されました。

★映脚を見てまったくあの通りだった★親も，七つと勉強する必要を感した

と反省。この頃やっと少し自立して★家庭での父親の役割とは？この映画

きたので,その芽を育てていきたい。 を父親にも見せたい。

★いろいろ考えさせられ，過保護，干★子供の,じ､の問題は，家の狭さなと．，

渉など誠をつ|ナたいと思うが，との 経済的・社会的な問題にも大きくか

科度つき離すかが問題で難しい。 かわっているのではないだろうか。

●
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子供の心の注意信号 まはたき，空せ
き顔しかめなどを繰り返すチック。おね

しょやともり．或いは集団生活になじめ
ないでする乱暴やいじわるな行動。これ

らは親の過保護や絶え間ない干渉|こ対す

る，子どものストレスや欲求不満のはけ

□となっていることがある。

■話し合いの要点

次のような点を尚片し合いのポイントにおさえて，

その深まりをはかろう。

(1) 教育ｷⅡ談所というのは｛ﾛIか。

(2) 登校抑喬児といわれる禰也の状況はどんな具

合か。

(3) 祈也がおなかがいたいと駄々をこれている時，

母親（トシエ）「お父さん／祈也に1II1とかいって

くださいな……」といっているが，あなたた-)た

らと"うしたろうか。

(4) 父親（清）「そんなこといつたって，僕は'忙し

いんだよ……」よく聞くことばかも知れないが，

こうした時母親はどう思うか。

(5) トシエ「哲ちゃん.ノサァこ．飯をたべて学校へ

行ってちょうだい･…･･」こういう時のけ親の気持

はとうだろうか。

(6) f斤也が朝になるとおなかがいたいと‘,枝を休

む，そんなことの繰返しが毎朝続くという状態で

母親のしつけとしてどこが問題だったろうか。

(7) 叢校ｷli否はどのような状況の時に現われるか。

Xその1白按の誘凶としてはと‘んなことがどえられ

るか｡その起I大lとして考えられることは1nIか｡そし

て，そうした弱い性格はと．うして形成されるのか。

結ﾊ,)笠校扣否の根源は1mIか。

(8) 家での－．人遊びは安心だからという趾親の考

えについてとう思うか。

(9) 小学校3年唯の禰也に対して，学校の時間割

は,I,I,(検してやる，朝は起きる迄起こしてやる，椅

梼えもさせてやる，この母親の|廿詰賑|」をどう思

うか。

(10） 佐藤セラビストと禰也との会沽の中て，体操

着を僕忘れたんしやない，お趾さんがそろえる時

忘れたんだとい-〕ているが，この与え方はどうし

て州てきたか。とこに問題があるか。

(11) fil談室で父親がいっている，「家族には不l'l

山をさせたくない，私が一生懸命外で働く，家の

中のことは家内にまかせる」は，家庭における父

親の役割をはたしているか。

(12） 「チック」というのは1pIか。現象としてはど

んな例があるか。親としてはこうした現象をとう

みるべきか。

(13) 幼児期は体の成及と共に,L,の発j堂にとっても

人切な時期というのはとういうことか。

(14) 遊l裳l地でのl'l親たちの両勤をj堕して感しるこ

とは1pIか。それはと．うしてそういえるのか。

(15) 現代っ子の遊びのマイナスは1plか。

(10哲也の心の成長を阻んでいたのは結崎1''1だっ

たのか。

(1D哲也の登校扣否の原因を，家庭環境，父と峰

とにおける問題としてみるとと．ういったらよいか。

(19訴也を再起さ廿自立への道を歩ませるには，

この向親は今後とうしたらよかろうか。

(19） 子供のしつけ教育で集|寸|遊びや労働体験が重

視されるのはなぜだろうか。

CO) 輝也の例からみて，わが家の子育てはとうい

う考えのもとで，とうすすめていったらよいのか。

■利用方法

●'，#級購郎～'家庭教育‘､f級，叶親漁叱，蛉人．､捗級，成人融恥，父親教室

などの'y料テーマ「縦校扣汚のI%(|klをさぐる」「薙校抓汚と家庭のし

つけ」「奄校fli否と親の虻場とその役割」牢の教材。

●喋会'､甥～PTA (小'､枝）や蠅人1,ｹ|体の集会時，父親（趾親）授業

参観11の懇談会，地域における教育懇談会など|こ上映して．「登校仙

涛はなせ起きるか」「畿校扣稀や自殺，'永庭1人l誰ﾉJの要|klをさぐる」

「f供の心の摘弧と家庭のしつけ」等のテーマて，〈バス厨.i;X> (6 ･
6!WA)によ〕て参会者･他l々の兇識を尚めるに役立てる。尚，社会教

育指導脅・・関係苫，社会教育M体代表, I'I主'ず樹グループIﾉーダー（

又は代表）の学習研修会に利用して，映1曲1利用学習の需及に努める。 ●
■あらすじ

殿近，教育*ll談所にj'供の心の問題についてｷⅡ談に来る人が増

えている。

小学3年の禰也ｲｷをつれて来た朏親もその一人である。打也猫

は3年にな-)て間もなく学校にｲ｢くのをいやがりだして，毎朝お

腹がいたいといい，時には本､1iに吐いたIノして学校を休む。そん

な事がもう1 '7)1余りも続いている。お恢荷にみせても病気では

ないという。｜判った{ﾘ親が父親に杣談しても，仕事が忙しいから

とと'ノ合ってくれない。そこで，札l談所の門をたたいたわけであ

る。

このような發校杣汚は，体の病気ではなく心の病凱だという｡

はたからみるとごくささいなことがきっかけになって起きるので

あるが，本､'iの原Iklは，そんなことに耐え切れない心の弱さにあ

って，そうした,L､に育てた碓育環境，特に'家庭における親r関係

に問鼬があるとち-えられるといわれた。

哲也溜の場合の動機と原'八lをさぐるため, ja ･li'lのIm接がはじ

まった。

母親の語る折也渦は，友たちと遊ぶよ|ノー-人遊びが好きで，お

となしい性質である｡学校の時|削割は毎晩趾親が点検してやる，

朝も吐親が起こしてくれて起きる。従って学校へ忘れ物をしたり

遅賞ﾘした'ノはない。

折也薪は拙､1iのお姉さんにブレイルームで遊んでもらって大分

うちとけてきた。紬の中て体操者を忘れて先ﾉtに叱られたことを

気にしていることがわかった。祈也君は父親にも叱られた経験が

ない。父親との接触が少ないこともわかる。

父親との面接で，父親が祈也芯に対して余り関心を持っていな

いようにもみう|ナられた。仕事一点ばりで，家事も育児も母親ま

かせて今日迄米ている。

幼児時代に折也満|こチック症状があったことが, l#親の括でわ

かった。チックとはまばたきや指しやぶり，窄廿さが謝慣化する

もので，ストレスや欲求ｲ《満のはけllとして現われると考えられ

ている。幼児期は体の成長には勿論，，じ､の発達にも重要な時期で

ある。

旧i接が続いている中て，折也君の母親は，その心の成長をはば

んでいたものが何であったかに気づき姉めていた。父親もまた無

関心を改めて，心のj由い合った親子関係，父親・母親夫々の立場

における役割をはたすよう心がけるようになった。

こうした親の態度の変化が哲也君の心の中|こも少しづつ変化を

起こして，徐々に安定した方向に移っていくことであろう。
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